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■令和元年度（最終年度）の達成目標 

 本研究の最終目標は、里山が管理されることで得られる文化サービスについて評価する

ことである。本年度は、レクリエーション活動参加者の意識、および身近な生物相の多様性

について明らかにする。 

 

■令和元年度（最終年度）の進捗状況（9月末時点） 

 9 月末時点での進捗状況は、下記のとおりである。 

（１）レクリエーション活動参加者の意識 

 対象地では、月に 1度レクリエーション活動が行われている。参加者の多くは、年少者と

その保護者である。保護者を対象とし、活動参加者の参加回数、参加目的、参加して良かっ

た点、その他要望などについて、直接対面式アンケート調査を行った。調査は、2019 年 8月

から開始し（現時点で 7サンプル）、12月まで継続調査する予定である。 

 

（２）身近な生物相の多様性 

対象地の里山内には小規模のため池があることで、希少な昆虫等が目撃されている。そこ

で、今回は、南あわじ市のため池データベースを用いて、トンボ類の生息に潜在的に適した

ため池を抽出し、対象地の里山を含めた 10～20地点のため池にてトンボ類の生息状況を確

認する。管理状況や周辺環境の違いが、トンボ類の生息との関連性について考察する。9月

末時点では、南あわじ市のため池のうち、347 地点について GIS 用のデータセットを整備し

た段階である。 

 

タケを使用したレクリエーション活動     南あわじ市におけるため池位置図 

 

凡例

農地 


